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普段からの安心・安全チャンネル

「City Watch」は「いつ起きるかわからない災害」を待つリスクではなく、

「日頃の安心・安全を確認する心のゆとり」を手に入れる価値として、

災害対応力を日常生活の中で強化していくことを目指した防災情報配信チャンネルです。

平時は、いざという時の対応の啓発コンテンツと共に生活に役立つ情報を配信。

緊急時（地震、津波、風水害、土砂災害、噴火、テロ、熱中症）にはアラートを配信。

その時の状況をいつでも確認し、もしもの時に備えることを目指しています。
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スマホやPCから情報取得できない人々に、直接情報に触れることができる形で
自治会の人をはじめ、近隣の人々と一緒に会話しながら情報に触れる形で

情報弱者へのセーフティネットとしての災害情報とのわかりやすい接点つくりが必要だと考えます。
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いつでも「今の安心・安全」を確認できる

地域の災害アラート
一覧の常時配信

普段から「いざという時」を意識する

行動示唆コンテンツの
常時配信

場所に応じた「最新情報」を配信する

指定情報の追加配信
海外から来た人々にも「理解できる」

多言語配信

英語・中国語
・韓国語他

平時の際のコンテンツ

警戒時の際のコンテンツ 緊急時の際のコンテンツ

行政情報
他

地震、津波、風水害、噴火等の災害アラート等を一覧で配信。
Lアラートとも連動した信頼できる情報源から「今の状況」を色で分かりやすく示します。
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≪情報弱者防災：地域に安心して住める≫
皆で共有できる配信情報で普段からの安心・安全の環境整備
近隣で支えあう人々(自治会等)へ信頼できる情報源から配信

≪インバウンド防災：観光客が安心して楽しめる≫
誰でも理解できる配信内容で観光客等の安心・安全の環境整備
普段から役立つ情報を切り替えて配信できる便利機能を地域に

英語 韓国語

中国語(簡体字) 中国語(繁体字)

行政情報・交通運行
観光情報・広告

どんな状況? 何がおきているんだ?

すぐに逃げよう

避難準備しなくちゃ!

自分たちでは情報を
見つかられない人

自分自身で情報を
探せる人々は…

今するべき行動を街中の
ディスプレイに配信

今すぐ帰ろう

あそこに避難しよう家族の無事を確認しよう
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避難所での情報共有

リアルタイムで配信画像を切り替える機能を活用して
避難所にいる人々や在宅避難者に、信頼できる発信先からの最新情報を共有できます。


